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 ６月５日、「シェーンバッハ・サボー」(東京都千代田区平河町)

において、全国土地改良事業団体連合会（二階俊博会長）主催の、

『農業農村整備の集い』が開催され、全国の農業農村整備関係者約

1,200 名（島根 16 名）が参集しました。 

 吉川貴盛農林水産大臣をはじめ 116 名の国会議員、室本隆司農林

水産省農村振興局長ほか多数の来賓臨席のもと、二階会長は開会に

当たり、「土地改良関係予算は、皆さんのご尽力と団結の力で平成

30 年度補正予算、令和元年度当初予算および臨時・特別の措置を含め 6,451 億円を確保すること

ができた。これからも“闘う土地改良”を掲げ、農業に従事している多くの皆さんの期待に応え

られるよう頑張っていく」と挨拶されました。 

 続いて、吉川農林水産大臣は、「土地改良事業の計画的・安定的

な推進のため、当初予算の確保に全力で取り組み、“強い農業”“美

しく活力ある農業農村”の実現に向け邁進していく」と祝辞を述べ

られ、続いて進藤金日子参議院議員（都道府県土地改良事業団体連

合会会長会議顧問）は、「今後の土地改良は、“農業政策”“地域

政策”“防災政策”の３つが一体となって実施していくことが重要

である。この実現に向け私も皆様と共に頑張っていく」と祝辞を述

べました。 

 その後、宮崎まさお全国水土里ネット会長会議顧問より農業農村

整備事業当初予算の必要性についての情勢報告があり、国に対する

令和２年度当初予算の十分な確保など、５項目の要請案が全会一致

で採択され、ガンバロウ三唱で集いの一切を終了しました。 

その後、本県からの参加者で県選出国会議員に対して予算確保に

向けた要請活動を行いました。 

吉川農林水産大臣の祝辞 
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第22回しまねの農村景観フォトコンテストの表彰式が、６月９日

（日）、松江市内の島根県立美術館ギャラリーで行われました。 

コンテストは島根の農山村の現状や魅力を広くＰＲしようと島根

県と本会が平成13年から主催するもので、「風景」、「人物」、「地

域活性化」の３部門で、県内外から565点の応募がありました。 

表彰式では最初に島根県農林水産部栗原技監の挨拶、その後島根

県農村整備課の廣川課長から応募状況や審査結果等についての報告

、次に審査委員長の写真家・川本貢功氏が審査員を代表して総評を述べられ、最優秀賞の坂本さ

んら入賞者に賞状と賞品が渡されました。 

川本審査委員長の総評として、「前回より応募部門が３部門になりましたが、応募作品全体の

半分以上が風景部門への応募で、写真には風景全体が素晴らしい写真が出品されていましたが、

その風景の中に人物や農業に関する対象物を添景とした場面を映像化された作品が多く見ら

れ、そういった作品が上位を占めたように思います。いずれにしても見る人の心に残るような

作品ができればよいと思いますが、平成最後のこのコンテスト作品も記録的にも優れた作品が

多く見られました。このコンテストは最終的には写真集もで

きますし、これらは農村の記録としても永遠に残って時代考

証ともなりますので、四季の農村風景などこれからも多くの

人が感銘するような作品を期待しています。」と述べられま

した。 

入賞作品は、今後県内の各地で巡回展示されますので是非

お立ち寄りください。 

 

◇作品展の予定◇ 

展示会場 展示期間 

農村環境改善センター（奥出雲町） 6/24（月）午後 ～ 7/4（木） 

サンワーク木次（雲南市木次町） 7/5（金）夕方 ～ 7/19（金） 

七類港ターミナル（松江市） 7/22（月）午後 ～ 8/2（金）午前 

石見海浜公園観光情報コーナー（浜田市） 8/5（月）午後 ～ 8/20（火）午前 

ゆめタウン出雲<連絡通路>（出雲市） 8/21（水）午後 ～ 9/3（火） 

三瓶サヒメル（大田市） 9/6（金）午後 ～ 9/19（木）午前 

その他に、「安来市総合文化ホールアルテピア」(安来市)、みさと館(美郷町)、キヌヤ(益田市)、

ゆめタウン浜田(浜田市)、中電ふれあいホール(松江市)、島根県庁ロビー(松江市)での展示を

予定してします。詳細が決まりましたら、ＨＰでお知らせいたします。 

なお、入賞作品は、本会ホームページ(http://www.shimanedoren.or.jp/publics/index/146/)

でもご覧いただけます。 

第22回しまねの農村景観フォトコンテスト表彰式を開催 

〈表彰式の様子〉 

〈川本審査委員長による講評の様子〉 
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６月29日（土）、30日（日）に奥出雲町農村環境改善センター

にて、中山間地域の農業と農村の振興を考えるシンポジウム「ル

ーラル・ミーティングinしまね」を約400名の参加により開催しま

した。本会が主催し、地域の歴史や民話、農業への取り組みなど

を語り伝え、地域活性化につなげる農林水産省の広報活動「語り

部交流会」として、このたび出雲神話発祥の地と言われる奥出雲

町において、「たたら製鉄に由来する奥出雲の資源循環型農業」

が、中国地方で初めて日本農業遺産に認定されたことを祝し、実

施しました。 

 

◆『 研 修 会 』〈１日目･･･29日午後より〉 

交流会は、奥出雲町勝田町長の開会挨拶、室本農林水産省農村振興

局長の来賓挨拶後、元ＮＨＫキャスターで語り部として活躍する平野

啓子さんが古代衣装に身を包んで、「たたらが育んだ里山の情景」を

テーマに、奥出雲町にゆかりのあるヤマタノオロチ神話やたたら製鉄

に見る持続可能な開発や人々が育んだ里山の自然などについて語りま

した。情感あふれる語り口や雰囲気に、多くの来場者は魅了されていま

した。 

続いて、ＮＰＯ法人 出雲学研究所理事長藤岡大拙氏による「なぜ奥

出雲がヤマタノオロチ退治の舞台となったか！」と題して講演をいただ

き、「歴史考証に基づいた出雲人気質などについて、ユーモアたっぷり

に語られ、神話の地出雲にふさわしい講演内容となりました。 

その後、平野啓子氏をコーディネーターに、「いにしえの技を受け継

ぐ里地里山のこれから」をテーマに、地元で活躍しているパネラー３名

より、取り組み事例の発表と日本農業遺産認定をどう地域活性化に生か

すか、活発な議論が進められ、あらためて古きに学び、新たな時代を切

り拓く種にすることの重要性を感じた「語りフォーラム」となりました。 

 
◆『 現地視察 』〈２日目･･･30日午前〉 

現地視察として、たたら製鉄に必要な砂鉄を採取するために丘陵地を切り崩した跡地を棚田に

造成された大原新田（日本の棚田百選）を視察し、続いて農事組合法人 石原里田を訪ね、法人代

表より農泊の取り組みなど、また亀嵩地区環境保全管理協定（多面的機能支払活動組織）では、

組織の方からこれまでに取り組まれた生き物調査、ホタルの小道整備、シバザクラの植栽などに

ついて説明を受けて視察を終え、帰路に着きました。 

ルーラル・ミーティングinしまね 
語り部交流会『いにしえの技を受け継ぐ里地里山のこれから』 

語りの様子 

藤岡大拙氏による講演 

語りフォーラムの様子 

会場の様子 
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草刈り作業の省力化について、草刈り機の機能性を確認すべく、使用者がモニターになり実際

に使用した感想等をアンケートにて回答していただきたく、無料で貸出します。 

◆草刈機貸出しの要件等 

１．貸出しを受けられるのは、草刈機等による草刈り作業の省力化を検討される下記の団体です。 

（１）多面的機能支払交付金に取組んでいる活動組織（広域活動組織を優先） 

（２）中山間地域等直接支払制度に取組んでいる集落（広域連携の集落協定を優先） 

（３）上記以外の団体（改良区等） 

２．１団体につき年１回、貸出します。また、貸出期間は原則１週間です。 

３．機械の貸出し場所は、水土里ネット島根にて行います。 

  ・本部   （松江市黒田町432-1） ・西部出張所（浜田市竹迫町1901-35） 

  ・隠岐出張所（隠岐の島町城北町118-1） 

  ※なお、西部・隠岐の両出張所については指定期間のみラジコン草刈機を保管します。 

（予定：西部８月、隠岐９月 左記以外は本部で保管） 

   問い合わせ先：水土里ネット島根 水土里推進グループ 伊藤まで(TEL 0852-32-4141) 

〈貸出する草刈り機〉 

【ラジコン草刈機】 【自走草刈機】 【畔・斜面用自走草刈機】 

刈幅50cm 刈幅80cm 刈幅50cm 刈幅 30cm 

    
 

 
開催日 行  事  等 開催地 

7月25日(木) 大田管内本会事業説明会 大田市 

7月29日(月) 令和元年度維持管理適正化事業説明会 連合会 

7月30日(火) 浜田管内本会事業説明会 浜田市 

7月31日(水) 農地・農業用施設災害復旧事業補助率増高ｼｽﾃﾑ共同利用連絡会議 広島土連 

 

 

 

 

7 月の主な予定 

｢水｣｢土｣｢里｣ 

の未来を創造し働きます 

「水」‥‥農業用水や地域用水 

「土」‥‥土地や農地 

「里」‥‥農村空間、農家や地域住民が一体となった生活

水土里ネット島根 （島根県土地改良事業団体連合会） 

〒690-0876 島根県松江市黒田町432-1 島根県土地改良会館 TEL 0852-32-4141 

ホームページhttp://www.shimanedoren.or.jp/ メールsmndoren@shimanedoren.or.jp 

み ど り 

草刈り機を使ってみませんか？ 
〈モニター中の貸出し料は無料です〉 


